
問題解決学習におけるテキストマイニングの実践 
東京都立町田高等学校 小原 格 １．目的 

・問題解決における「情報の分析」ツール
の１つとして「テキストマイニング」を体験さ
せるとともに、授業への有効性を探る 

２．実践 
・２クラス 
 （１クラスは個人、１クラスはグループ） 
・２時間 
 （１時間目：分析の説明とソフトの使い方 
  ２時間目：課題制作とグループ内発表） 
・最低限の使い方と結果の見方のみ教える 
 （語句の数とコレスポンデンス分析図） 
・問題発見と理由付けの道具として用いる 

３．結果 

授業は興味深かったですか？ 個 グ 

とても興味深かった 11 16 

まあ興味深かった 26 21 

あまり興味がわかなかった 3 2 

全く興味がわかなかった 0 0 

授業はわかりやすかったですか？ 個 グ 

わかりやすい 8 12 

まあわかりやすい 13 13 

尐し難しい 19 11 

とても難しい 0 3 

４．まとめと考察 
・「体験」としては良い教材。興味ある分析
の道具として、あくまでも問題解決の一環と
する方が良いだろう 

・本格的に指導するにはデータ数との関係
などある程度の統計的な知識が不可欠 

・自分たちのアンケート結果を分析するの
も良いが、アンケートの設計が非常に重要
になる。良いサンプルのもとにテキストマイ
ニングでできることを体験させるのが良い。 
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